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	その他 65,901(2.3%) 

ミ 
 	地方譲与税 45,000(1.6%) 

諸収A 49,342(1.7%) 

使用料及び手数料 
70,421(2.5%) 

分担金及び負担金 
87,634(3.1%) 

歳 入 

議
員
定
数
と
職
員
定
数
を
削

減
 

町
議
会
最
終
日
の
十
一
日
、
 

現
行
二
十
人
の
議
員
定
数
を
五

人
削
減
し
て
十
五
人
と
す
る
議

員
提
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
財
政
事
情
が
年
々

厳
し
く
な
る
な
か
で
、
町
民
か
 

ら
少
数
精
鋭
で
の
議
員
運
営
を

望
む
声
が
大
き
い
た
め
、
民
意

が
反
映
さ
れ
、
議
会
内
外
で
の

活
動
が
疎
外
さ
れ
な
い
最
少
・

少
数
精
鋭
の
定
数
と
す
る
削
減

が
必
要
と
、
提
案
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
昭
和
六
十
七
年

の
改
選
期
か
ら
法
定
数
（
ニ
十
六

人
）
を
十
一
人
下
回
る
県
下
最

少
の
定
数
で
議
会
活
動
を
お
こ

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
職
員
定
数
現
行
百
八

十
一
人
を
百
七
＋
六
人
と
す
る

条
例
の
改
正
案
も
可
決
さ
れ
ま
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習億③ワ網6 

今
年
度
の
町
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
昭
和
六
十
三
年
度
一
般

会
計
予
算
が
三
月
定
例
町
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

は
二
十
八
億
三
千
四
百
九
十
六

万
ニ
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

約
十
五
％
増
に
な
っ
て
い
ま
支
 

今
回
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
 

農業集落排水事業会計 
（千円） 
水
 
道
 
事
 
業
 
会
汗
 
計

H
)
 

 

老
 
人
 
保
 
健
 
特
 
矧

会
汗
 
計

円
 

国民健康保険特別会計 
（千円） 

歳入 	 4,357 0事業収益 歳入 	 704,768 歳入 

県 支 出 金-2,508 給 	水 	収 	益一113,214 支払基金交付金一493,769 保 	険 	税一431,805 
受託エ事収益一14,650 
受取利息及び配当金ー一ー-8,795 国 庫 支 出 金一140,664 国 庫 支 出 金一ー-591,001 繰 	入 	金―-449 

町 	 債一1,400 他会計補助金一50,382 療養給付費交付金―-51,878 県 	支 	出 	金ー一35,166 

歳出 	 4,357 繰 	入 	金一-35,166 共同事業交付金一-4,000 その他の収益 	64 
0事業費用 

原水及び浄水費一19,081 
繰 	越 	金 	1 そ 	の 	他-42,121 農業集落排水事業費-4,180 
諸 	収 	入 	2 	  歳出 公 	債 	費 	177 配水及び給水費-7,492 

受 託 工 事 費-15,210 歳出 	 704,768 総 	務 	費-44,824 
総 	係 	費-37,396 

医 療 給 付 費-696,000 う ち人件費-28,523 
う ち人件費-26,752 

減 価 償 却 費-37,300 医療費支給費ー-7,320 保 険 給 付 費一750,880 

支 	払 	利 	息-69,105 老人保健拠出金ー-310,469 審査支払手数料-1,445 
そ 	の 	他一1 ,521 償 	還 	金―--2 共同事業拠出金一6,361 

0資本的収入 	2,500 
0資本的支出 	38,122 繰 	出 	金 	1 公 	債 	費-1,500 

そ 	の 	他→,771 うち企業債償還金一35,622 
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今
年
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く
り
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な
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昭
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六
十
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般

会
計
予
算
が
三
月
定
例
町
議
会
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決
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ま
し
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、
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あ
ら
ま
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紹
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し
ま
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。

閉億3149G万2千円

町
議
会
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終
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の
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現
行
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十
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の
議
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定
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を
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十
五
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す
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満
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で
、
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● 債

ら
少
数
精
鋭
で
の
議
員
運
営
を

望
む
声
が
大
き
い
た
め
、
民
意

が
反
映
さ
れ
、
議
会
内
外
で
の

活
動
が
疎
外
さ
れ
な
い
最
少
・

少
数
精
鋭
の
定
数
と
す
る
削
減

が
必
要
と
、
提
案
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。

町税

591，968

（20．9％）

歳 入

(単位千円）

こ
の
た
め
、
昭
和
六
十
七
年

の
改
選
期
か
ら
法
定
数
三
十
六

人
）
を
十
一
人
下
回
る
県
下
最

少
の
定
数
で
議
会
活
動
を
お
こ

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
定
数
現
行
百
八

十
一
人
を
百
七
十
六
人
と
す
る

条
例
の
改
正
案
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

地方交付税

1，485，000

（52．4％）

●

■老人保健特別会計
（千円）

農業集落排水事業会計
（千円）
水道事業会計

（千円）
国民健康保険特別会計

（千円）
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③ 金木だより川H川Hmmmm”・ 

ト金木東部コミュニティセンター 

建設費 47,300 

ト交通安全対策費 7,270 

ト納税貯蓄組合報償金 12,780 

ト津軽北部広域事務組合（消防） 

負担金 199,500 

ト防火水槽新設工事費 6,800 
ト消火栓設置工事負担金 2,500 

民 

生

・
 衛 
生
費
 1 

ト重度心身障害者医療費助成 13,200 

ト各種検診委託料 	12,078 

ト霊園工事請負費 	46,839 

ト西北五衛生処理組合負担金41,307 

1 金木病院組合負担金 144,524 

昭和63年度 

町の予算 

ト県営喜良市地区防災ため池

整備事業 13,983 

，県営川倉地区水田農業確立

排水対策事業 10,088 

ト水田農業確立対策事業費23,759 

＞農村総合整備モラうレ事業費 24,524 

＞農免農道整備促進費 37,396 
●広域農道整備促進費 15,674 

ト各学校整備費 	 7,380 

ト金木中学校柔剣道場新築工事 

37,450 

ト各学校備品購入 	4,466 

ト学用品給食等扶助費 11,800 

ト公民館費 	 21,830 

ト歴史民俗資料館費 	5,884 

ト除雪対策費 

ト道路新設改良費 

ト橋梁新設改良費 

ト住宅建設費 

ト公園整備費 

ト農業用施設災害復旧費 

ト公共士プぐ施設災害復旧費 

36,699 

36,185 

17,300 

50,198 

52,050 

10,701 

8,953 

ーーザ“ー~ 農
林
水
産
業
費
 

そ の 他 29,178(1.0%) 

議会費 77,351(2.7%）一

商 工 費 106,534(3.8%) 

土 木 費 196,093(6.9%) 

消 防費 220,602 (7. 8%) 

歳 出 

主な使いみち 
単位：千円 

総
務
費
・
消
防
費
 

土
木
費
・
そ
の
他
 

③金木だより''''''''''''''''1'1"''”

昭和63年度

町の予算
lli位：千円

総
務
費
・
消
防
費

､上

他
費
費
費
費

そ
議
商
土
消

,178(1．0％)－

，351(2．7％)一

う,534(3．8％）

3，093(6．9％）

｡,602(7,8％）

ワ
］
〔
Ｉ

の
会
エ
木
防

106,534(3

196,093(6シ金木東部コミュニティセンター

建設饗47，300

シ交通安全対策費7，270

シ納税貯蓄組合報償金12，780

戸津軽北部広域事務組合（消防）

負担金199，500

伝防火水槽新設工事費6,800

少消火栓設置工事負担金2，500
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育
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し 県営喜良市地区防災ため池

整備事業13，983

似県営川倉地区水田農業確立

排水対策事業10，088

シ水田農業確立対策事業費23,759

戸農村総合整伽モラレ事業費24,524

少農免農道整備促進費37,396

ヶ広域農道整備促進費15，674

--ユヰニー■

し各学校整備饗7,380

歩金木中学校柔剣道場新築工事

37，450

ヶ各学校備品購入4,466

ヶ学用品給食等扶助饗11，800

伝公民館費21,830

伝歴史民俗資料館費5,884

し除雪対策饗

し道路新設改良識

修補梁新設改良饗

し住宅建設饗

し公園整備饗

し農業用施設災害彼旧饗

し公共土木施設災害復旧費

36，699

36，185

17，300

50，198

52，050

10,701

8，953

主な使いみち



町税の内訳 
591,968千円（100%) 

固定資産税 285 ,024 (48.1 %) 

町 	民 	税 214 .153 (36.2 %) 

町たばこ消費税 56 ,000 ( 9.5 %) 

電 	気 	税 25 ,000 ( 4.2 %) 

軽 自 動車税 10 ,941 ( 	1.9 %) 
木材引取税 850 ( 0.1 %) 

＝性 質 別 内 訳＝ 

昭和62年度 

金木町褒賞 
自治功労者など25人9団体 

区 	分 予算額（千円） 構成以%) 

1．人 	件 	費 943,784 33.3 

2．物 	件 	費 247,896 8.7 

3．維持修繕費 54,178 1.9 

4．扶助的経費 44,343 1.6 

5．補助的経費 568,877 20.1 

6．出費及び貸付金 19,570 0.7 

7．積 	立 	金 1 0.0 

8．繰 	出 	金 65,615 2.3 

9．公 	債 	費 421,481 14.9 

10．普通建設事業費 446,563 15.7 

11．災害復旧事業 19,654 0.7 

12‘予 	備 	費 3,000 0.1 

計 2,834,962 100.0 

去
る
三
月
二
十
五
日
役
場
大

会
議
室
に
お
い
て
、
昭
和
六
十

二
年
度
金
木
町
褒
賞
授
与
式
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
褒
賞
は
自
治
、
経
済
、
文

化
、
芸
術
そ
の
他
の
各
分
野
に

わ
た
っ
て
活
躍
し
、
町
政
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。
 

式
は
町
長
が
受
賞
者
の
功
労

を
称
え
、
其
田
総
務
企
画
常
任

委
員
長
か
ら
選
考
経
過
報
告
が

な
さ
れ
、
町
長
か
ら
二
十
五
人

九
団
体
に
褒
賞
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

中
村
勉
（
教
育
委
員
十
三
年
以

上
）
松
尾
テ
イ
（
町
職
員
二
十
 !

 
!
 

!
 

《
 

」
 

一
 一

央
公
民
館
に
お
い
て
、
多
数
の

一
関
係
者
が
参
列
し
て
救
急
車
の

一
寄
贈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
県
共

一
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
代

一
表
し
て
中
谷
藤
太
郎
金
木
農
協

一
組
合
長
か
ら
津
軽
北
部
広
域
事

務
組
合
（
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
 

」
し
た
。
 

一
 
早
速
、
こ
の
救
急
車
は
金
木

一
消
防
署
に
配
置
さ
れ
、
現
在
、
 

一
緊
急
医
療
活
動
に
活
躍
し
て
い
 

ー
ま
す
。
 

r
 

'
i
'
 

年
以
上
）
葛
西
信
子

（
同）
津

島
洋
子
（
金
木
病
院
職
員
二
十

年
以
上
）
今
清
美

（
同）
鳴
海

伊
三
郎
（
町職
員
十
九
年
以
上
）
 

杉
林
ヤ
サ
（
同
）
 

＠
特
別
功
労
褒
賞
 

山
中
久
美

（
青
少
年健
全
育
成

等
）
花
田
柾
五
郎
（
短
歌
の
育

成
・
指
導
）
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を

さ
ぐ
る
会

（
史
跡歴
史
の
調
査

研
究
編
集
）
中
村
晴
行

（
職
業

訓
練
指
導
員
）
津
島正
次
郎
（
農

協
理
事
）
白
川
章
一
 （
同）
毛

内
英
文

（
商
工
会理
事
）
今
政

光

（
同）
成
田
好
隆
（
交
通
安

全
）
大
橋
由
吉

（
防犯
）
泉
谷
 
 マ

ッ
（
婦
人
交
通
整
理
員
）
金

木
地
区
交
通
安
全
協
会
喜
良
市

支
部

（
交通
安
全
）
角
田
諭
留
 

（
献血
三
十
回
以
上
）
中
谷
保
 

（
同）
沢
田
誠
一
 （
同）
角
田

昭
次

（
同）
小
倉
さ
つ
（
保
健

協
力
員
二
十
年
以
上
）
秋
元
レ

コ
（
同）
花扇
舞
踏
研
究
会

（
社

会
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ァ
）
櫛
引

幸
雄
（
消
防団
員
三
十
年
以
上
）
 

工
藤
瀧
雄
（
同
）
新
堤
町
納
税

組
合
（
組
合結
成
二
十
年
以
上
）
 

朝
日
町

（
同）
山
道
町

（
同）
 

下
中
柏
木

（
同）
平
和
（
同
）
 

ラ
ブ
リ
ー
金
木

（
地吹
雪
ッ
ア
 

ー
の
実
施
）
 

""HIImmH川川川金木だより ④ 

救

急
車
を

寄
贈
 

廿
県
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
”
 

去
る
三
月
ニ
十
六
日
、
町
中
 

●
 

!0IIDI1''''llllllllllllll余木だより④

町税の内訳

昭和62年度一

金木町褒賞
自治功労者など25人9団体

591,968千円(100%)

固定資産税

町民税

町たばこ消費税

砿気税

軽自動車税

木材引取税

285,024(48.1%)

214,153(36.2%)

56,000(9.5%)

25,000（4.2％）

10,941(1.9%)

850(0.1%)
LL

＝ 性質別内訳＝

分 予算額(千円） 構成比(％）区

1.人件費 943,784 33.3

●
2．物件餐 8．7247,896

3．維持修繕費 54,178 1.9

4．扶助的経費 1.644,343

5．補助的経費 568,877 20.1

6．出費及び貸付金 19,570 0.7

7．積
」
Ｌ

一
、
二 金 0.01

8．繰出金 2.365.615

去
る
三
月
二
十
五
日
役
場
大
一
緊
急
医
療
活
動
に
活
躍
し
て
い

会
議
室
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
一
ま
す
。

二
年
度
金
木
町
褒
賞
授
与
式
が
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
年
以
上
）
葛
西
信
子
（
同
）
津

町
褒
賞
は
自
治
、
経
済
、
文
肪
洋
子
（
金
木
病
院
脈
員
二
十

化
、
芸
術
そ
の
他
の
各
分
野
に
年
以
上
）
今
清
美
（
同
）
鴫
海

わ
た
っ
て
活
跳
し
、
町
政
発
展
伊
三
郎
（
町
職
員
十
九
年
以
上
）

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
剛
ら
れ
杉
林
ヤ
サ
（
同
）

る
も
の
で
す
。
◎
特
別
功
労
褒
賞

式
は
町
長
が
受
猶
者
の
功
労
山
中
久
美
（
青
少
年
健
全
育
成

を
称
え
、
其
旧
総
務
企
画
術
任
等
）
花
田
柾
五
郎
（
短
歌
の
青

委
員
長
か
ら
選
考
経
過
報
告
が
成
・
指
導
）
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を

な
さ
れ
、
町
長
か
ら
二
十
五
人
さ
ぐ
る
会
（
史
跡
歴
史
の
洲
査

九
団
体
に
褒
蛍
状
と
紀
念
品
が
研
究
編
集
）
中
村
腋
行
（
職
業

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
指
導
員
）
津
島
正
次
郎
（
股

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
協
理
亦
）
白
川
章
一
（
Ｕ
毛

◎
自
治
功
労
褒
賞
内
英
文
（
商
工
会
理
事
）
今
政

中
村
勉
（
教
育
委
員
十
三
年
以
光
（
同
）
成
田
好
隆
（
交
通
安

上
）
松
尾
テ
イ
（
町
職
員
二
十
全
）
大
橘
山
吉
（
防
犯
）
泉
谷

9．公債費 14.9421,481

10.普通建設事業費 446,563 15．7

11.災害復旧事業 0.719,654

12．予備費 3,000 0.1

● 計 2,834,962 100.0

去
る
三
月
二
十
六
日
、
町
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
多
数
の

関
係
者
が
参
列
し
て
救
急
車
の

寄
贈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
県
共

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
代

表
し
て
中
谷
藤
太
郎
金
木
農
協

組
合
長
か
ら
津
軽
北
部
広
域
事

務
組
合
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。早
速
，
こ
の
救
急
車
は
金
木

消
防
署
に
配
世
さ
れ
、
現
在
、

救
急
車
を
寄
贈

Ⅱ
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
Ⅱ

マ
ツ
（
婦
人
交
通
整
理
員
）
金

木
地
区
交
通
安
全
協
会
喜
良
市

支
部
（
交
通
安
全
）
角
川
諭
留

（
献
血
三
十
Ｍ
以
叱
）
中
谷
保

（
同
）
沢
川
誠
一
（
川
）
角
田

昭
次
（
川
）
小
倉
さ
つ
（
保
健

協
力
負
二
十
年
以
上
）
秋
元
レ

コ
（
川
）
花
扇
舞
踏
研
究
会
（
社

会
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ア
）
櫛
引

幸
雄
（
消
防
川
員
三
十
年
以
上
）

工
藤
瀧
雄
（
同
）
新
堤
町
納
税

組
合
（
組
合
結
成
二
十
年
以
上
）

朝
Ⅱ
町
（
同
）
山
道
町
（
同
）

下
中
柏
木
（
Ｍ
）
平
和
（
同
）

ラ
ブ
リ
ー
金
木
（
地
吹
雪
ツ
ア

ー
の
実
施
）

一 二



四
月
二
十
九日
5
 

五
月
五
日
 

●
 

 

ま
さ
く
ら
ま
つ
り央
 

⑤ 金木だより川“川川mmmmI・ 

県立自然芦野公園 
'88金木桜まつり行事日程 

月日 行 	事 	名 
時 	間 

場 	所 備 	考 
午前 午後 

4/29 
（祝） 

金木町朝野球選手権大会 

西北五中学校バレーボール大会 

第17回中学校選抜ソフトボール大会 

金木桜まっり県下馬力大会 

西北五小中学校相撲大会 

第15回秋谷杯兼第18回西北五中学校 

庭球大会 

金中南中合同ブラスバンドパレード 

'88金木桜まっり開会式 

8:00 
8:00 
8:00 
8:30 
9:00 

9:00 

io:oo 
11:00 

あしの球場 

農業者トレセン 

金中野球場 

園内馬場 

園内町営相撲場 

金中テニスコート 

町内一巡～公園 

桜まっり事務所前 

4/30 
（土） 

金木町老人クラブゲートボール大会

三上キナ津軽民謡手踊ショー 

9:00 
1:00 

あしの球場 

演芸場 

5/1 
（日 J 

第17回防犯少年野球大会 

白川章ー民謡・手踊・舞踊ショー 

遠州流野点 

'88金木桜まっりカラオケ大会 

奴デイスコ（金木）、 

弥三郎デイスコ（木造）大会 

戦没者慰霊前夜祭 

9:00 
io: 00 
10:00 

1:00 

6:00 

6:00 

あしの球場 

演芸場 

招魂堂 

演芸場 

演芸場広場 

招魂堂 

テープ持参
申込料 1,鰍〕円 

m
の
 

戦没者慰霊祭 

佐藤富治津軽民謡手踊ショー 

io: 00 
1:00 

招魂堂 

演芸場 

5
/
3
岡
 

金木桜まっり土佐犬闘技大会 

消防団観閲式 

第15回西北五中学校選抜卓球大会 

第18回中学校選抜野球大会 

黒石八郎ショ― 

青函博キャンペーンショー 

青函博を成功させようノ 

金木桜まっり特別企画 

米倉ますみ歌謡ショー 

（商工会から青函博前売券一枚お買上 

げごとに入場整理券一枚差し上げます） 

7:00 
8:00 
8:00 
8:00 

ii:oo 
ii:oo 

2:00 
4:00 

園内馬場 

あしのグラウンド

農業者トレセン

金中、金高野球場

演芸場 

演芸場 

金小体育館 
F, 

ミス青函博 

シャコチャンズ 

ロボット来場 

5
/
4
(
)
 

 

第18回中学校選抜野球大会 

三浦みのるショー 

'88金木桜まっり選抜カラオケ大会 

'88金木桜まっり花火大会 

9:00 
11:00 

1:30 
7:30 

あしの球場 

演芸場 

演芸場 

園内登仙岬 

テープ持参

雨天順延 

師
岡
 

第12回あしの陸上競技選手権大会 

自衛隊装備品展示 

扇謡会芸能発表会 

鳥獣慰霊祭 

三上倖ニ（遠藤実王座決定戦優勝） 

道場歌謡フエステイバル 

0
00
00
00
0
 

 

8
9
0

『
・
‘
 

 
1:00 

あしのグラウンド 

演芸場東側 

演芸場 

演芸場裏 

演芸場 

ゲ
  

ス菊
 
ト

地
 
鉄
 
男
 

会期中 NHK大河ドラマパネル展、NHK衛生放送フェア 

貸ゴザ、ボート、ポニー、見世物興行、巨大迷路等楽しさ一杯ノ 

5月3・4日 NTTテレホンカード販売とPRコーナー設置 

⑤堯木だよりlllⅡⅡi'''''''11'1‘'''“

県立自然芦野公園
'88金木桜まつり行事日程 夫

さ
く
ら
ま
つ
り
夫

時
一
荊

間

午後
行事名 場所 備考月日

金木町朝野球選手権大会

西北五中学校バレーボール大会

第17回中学校選抜ソフトボール大会

金木桜まつり県下馬力大会

西北五小中学校相撲大会

第15回秋谷杯兼第18回西北五中学校

庭球大会

金中南中合同ブラスバンドパレード

'88金木桜まつり開会式

あしの球場

農業者トレセン

金中野球場

|削内馬場

園内町営相撲場

金中テニスコート

町内一巡～公園

桜まつり本務所前

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
３
０
０
０
０

■
■
●
●
■
●
●
●
■
●
■
■
旬
①
■
缶

８
８
８
８
９
９
０
１
１
１

4/29

(祝）

四
月
二
十
九
日
～

五
月
五
日

金木町老人クラブゲートボール大会

三上キナ津軽民謡手踊ショー

あしの球場

演芸場

4/30

(土）

9:00

1:00

第17回防犯少年野球大会

白川章一民謡･手踊･舞踊ショー

遠州流野点

'88金木桜まつりカラオケ大会

奴ディスコ（金木)、

弥三郎ディスコ（木造）大会

戦没者慰霊前夜祭

０
０
０

０
０
０

◆
●
●
●
申
■

９
０
０
１
１

あしの球場

演芸場

招魂堂

演芸場

演芸場広場

招魂堂

１
入
魁
１
ノ

ー
ノ
Ｊ
口
Ｈ

Ｆ
Ｄ
ノ
ー
、

テープ持参

申込料1,MO円０
０
０

０
０
０

１
６
６

●

戦没者慰霊祭

佐藤富治津軽民謡手踊ショー

招魂堂

演芸場

5/2

(月）

10:00

1:00

金木桜まつり土佐犬闘技大会

消防団観閲式

第15回西北五中学校選抜卓球大会

第18回中学校選抜野球大会

黒石八郎ｼｮｰ

青函博キャンペーンショー

青函博を成功させよう／

金木桜まつり特別企画

米倉ますみ歌謡ショー

（商工会から青函博前売券一枚お買上

げごとに入場整理券一枚差し上げます）

園内馬場

あしのグラウンド

腱業者トレセン

金中、金商野球場

減芸場

演芸場

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
■
●
●
■
、
●
●

７
８
８
８
１
１
１
１

ミス背函博

シャコチャンズ

ロボット来場

罵
蕊

Ｔ

《
戸
粋
〆
拳

蹴
坐

←

5/3

(祝）

、

灘金小体育館
〃

０
０
０
０
２
４

扉
塞
睡
華
恥

悪
－

戸

守

第18回中学校選抜野球大会

三浦みのるショー

'88金木桜まつり選抜カラオケ大会

'88金木桜まつり花火大会

あしの球場

演芸場

演芸場

間内登仙岬

０
０
０
０
９
１１測

伽
５
く

~要

凝
テープ持参

雨天順延

０
０
３
３
１
７ 津麹

第12回あしの陸上競技選手権大会

自衛隊装備品展示

扇謡会芸能発表会

鳥獣慰霊祭

三上倖二（遠藤実王座決定戦優勝）

道場歌謡フェスティバル

あしのグラウンド

統芸場東側

演芸場

演芸場裏

演芸場

０
０
０
０

０
０
０
０

８
９
０
１
１
１

卿ゲスト

菊地鉄男 ●5/5

(祝）

多
ヘ

マ
字
ザ
ニ
ロ
ら
ロ
心

曲

別
脚
、
↑
．
、
‐
己

ｂ

『
ロ
『

《

『
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表1
表
１
の
と
お
り
、
昭
和
六
十
二

年
度
の
乳
ガ
ン
、
甲
状
腺
、
腹

部
超
音
波
検
診
の
対
象
者
は
三

十
歳
以
上
の
女
性
で
、
金
木
町

全
体
で
は
、
四
、
六
四
六
人
中
、

七
六
四
人
（
一
六
・
四
％
）
が

受
診
し
ま
し
た
。

検
診
を
初
め
て
か
ら
今
年
で

五
年
目
で
す
が
、
受
診
者
数
が

四
月
も
下
旬
を
迎
え
、
日
増

し
に
暖
か
く
な
り
、
桜
の
開
花

も
間
近
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
新
年
度
の
検
診
の
時

『
甲
状
腺
・
乳
腺
・
胆
石
症
』

の
検
診
結
果

金
木
町
検
診
の
ま
と
め

昭
和
六
十
二
年
度表2

少
し
落
ち
て
き
ま
し
た
の
で
、

地
域
の
保
健
協
力
員
の
皆
様
や

担
当
保
健
婦
の
よ
り
一
届
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

表
２
は
検
診
の
結
果
も
う
一

度
精
密
検
査
を
要
す
る
人
数
と
、

そ
の
率
を
示
し
た
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
そ
れ
ま
で
の
三
年
間

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昭
和

六
十
二
年
度
の
検
診
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

●
表3

公
立
金
木
病
院
看
護
部

加
賀
谷
睦
子

に
比
べ
て
精
密
検
査
（
以
下
精

検
）
を
必
要
と
す
る
人
数
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

表
３
を
見
る
と
、
当
院
の
精

検
受
診
率
が
高
い
こ
と
が
判
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
受
診
率
は
年

々
向
上
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
無
症
状
の
う
ち
に
、
あ

る
い
は
早
期
に
病
気
を
発
見
し

よ
う
と
い
う
検
診
で
異
常
を
指

摘
さ
れ
て
も
、
粘
検
を
受
け
な

い
の
で
は
検
診
の
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
年
度
は
一
○
○
％

の
糀
検
受
診
率
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
検
診
の

表4 推
移
に
つ
い
て
の
べ
て
み
ま
す
。

公
立
金
木
病
院
で
、
検
診
を
開

始
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
九
年

か
ら
で
当
初
は
金
木
・
中
里
両

町
を
対
象
と
し
、
乳
腺
、
甲
状

腺
触
診
の
検
診
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
は
、
市

浦
、
小
泊
両
村
に
対
象
を
拡
大
、

腹
部
超
音
波
検
診
も
併
施
し
、

昭
和
六
十
一
年
は
複
写
式
検
診

票
、
三
枚
複
写
式
結
果
通
知
書

を
作
成
、
ま
た
検
診
開
始
時
間

を
統
一
し
正
午
と
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
は
、
各
地
区
担

当
保
健
婦
と
の
綿
密
な
事
前
協

議
、
ま
た
医
師
に
よ
る
検
診
前

次回再度
検査予定

手術をす
すめた人

要経過観察異状なし

甲状腺 0 0 01

腺之’
すし 4 0 1 0

● 胆石症 2 20 4

こ
の
ほ
ど
、
人
権
擁
謹
委
員

に
川
倉
の
工
藤
幸
栄
衛
門
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
に
保
障
さ
れ

て
い
る
基
本
的
人
権
を
守
り
、

ま
た
、
そ
れ
を
守
る
よ
う
な
思

想
を
ひ
ろ
め
る
た
め
に
、
全
阿

の
市
町
村
に
お
か
れ
る
委
員
で

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で

す
。
・人

椛
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、

遠
慮
な
く
ご
扣
談
く
だ
さ
い
。

工
藤
幸
栄
衛
門
査
②
２
４
５
４

の
講
義
を
実
施
し
、
そ
し
て
吸

引
細
胞
診
を
検
診
会
場
で
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
す
る

側
の
精
神
的
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
（
下
記
参
考
）
を
図
り
ま

し
た
。年
一
回
の
検
診
に
つ
い
て
は
、

ぜ
ひ
時
間
を
作
り
検
診
を
受
け

ら
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。
会
場
で
は
、
気
軽
に

お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護

工
藤
幸
栄
委
員
に

衛
門
さ
ん

乳癌1次検診としての吸引細胞診の経費

難
｢あいさつ運動」－金木町教育委員会一

○朝おきたら家族で……剛おはよう帆

○道で出あった人にも…帆おはようⅦ

1．初診料(再診料)1,600円(660円）

2．細胞診検査料2,200円

3．岻話再診料380円

合計4,180円(3,240円）

(実饗:社保=420円国保=1,250円）○学校で、職場で 帆おはよう帆

対

(町内

象人口
30歳以上の女性）

4,646

受診者数

764

受診率

16．4％

甲・状腺

乳腺

胆石症

要精検者数

1

5

8

率

0.1％

0.7％

1.0％

甲状腺

甲状腺

乳腺

胆石症

糒密検査
受診者数

、1

r一

○

7

未検者

0

0

1
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2等陸・海・空士自衛官募集中

～自衛官募集事務所～

⑮⑨⑤⑬
自衛隊では、2等陸・海・空士自

衛官を募集しています。募集期間は

昭和63年4月1日から昭和63年6月

30日までです。

詳しくは、役場町民澱(S53-2111

内線16)または五所ﾉl1原自衛官募集

事務所（壷35-2305）までお問い合

わせください。○定員

80名（実技、準備識習共）

○締切日

5月25日(土）

※ただし実技、準備講習共定員

に達し次第締め切り日前でも

締め切ります。

○申込先及びお問い合せ先

五所ﾉl1原市字新宮町84-5

（勘西北労働基準協会

壷35-6336

国 税だより
’’ こんな販売手口にご用心

◎確定申告が間違っていたときは

確定申告書を提出した後で、申告内

容を間違いがあることに気付いたり、

うっかりして確定申告書の提出を忘

れている人はいませんか。

もう一度確認してください。

税額を少なく申告したときは「修

正申告」を、また、多く申告したと

きは「更正の請求」をして正しい税

額に訂正しましょう。

また、申告を忘れていたときはす

ぐに確定申告をしてください。

詳しくは、五所ﾉ||原税務署（電話

34-3136)へおたずねください。

●

謡ｱﾏﾁｭｱ無線技士試験案内
シ試験の資格

電話級アマチュア無線技士

電信級アマチュア無線技士

シ試験申請書の受付期間

5月2日(月)から5月25日㈱まで

（当日消印有効）

し試験の日時

7月26日(火)から7月27日㈱まで

の指定する日時

し試験地

青森市（青森市文化会館）

少試験手数料

2,360円(受験票郵送料を含む）

し試験申請書の提出先

財団法人無線従事者国家試験

センター東北支部

〒98O仙台市中央四丁目9-13

仙台ホリビル

レお問い合せ先

電話テレホンサービス

「022-221-4147」

事務用

「022-221-4146」

申告を忘れていた

ときはすぐ申告を

四国日回国

説務署田 ★｢うまい話｣には必ずウラがある。

雲雲霧
困ったときは

早めに相談窓口へ

●青森県消費生活センター

青森市本町二丁目l-16

aO177-22-3343

●金木町役場企画室

a53-2111内線40

『二級ボイラー技士免許試験』

に伴う講習会のお知らせ

◎ボイラー実技講習会

し日時

昭和63年5月30日～6月1日

午前9時～午後5時まで

少会場

五所ﾉl1原市字新宮町84-5

㈹西北労働基準協会2階会議室

し受講料

8,000円（テキスト代含まず）

※上記講習修了者に限り二級ボイラ

ー技士試験の受験資格が与えられますb

◎二級ボイラー技士免許試験準備講

習会

少日時

昭和63年7月19日～7月22日

午前9時～午後5時まで

伝会場

五所川原市字新宮町84－5

（御西北労働基準協会2階会議室

し受講料

9,000円（テキスト代含まず）

○テキスト代

5,500円(実技、準備講習共）

●〆 、

係 から

皆さんからのご意見を広く募集し

ています。

●役場に対すること

●町内に関すること

●身近な話題

●アイデア

その他なんでも投書してください。

投書は、庁舎内の投書箱を利用す

るか直接郵送してください。

《送り先〉

金木町役場

企画室広聴係あて

※金木だよりに掲載もありますので

町内・氏名は必ず明記し、匿瑞の

場合はその旨をお書きください。
、 ノ

一
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脳
血
管
障
害
と
は
、
脳
を
激

流
す
る
血
管
の
病
変
に
よ
る
脳

の
機
能
的
、
器
質
的
障
害
の
す

べ
て
を
指
し
ま
す
。
そ
の
原
因

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
最

も
多
い
も
の
は
、
動
脈
硬
化
性

病
変
お
よ
び
塞
栓
に
よ
る
脳
梗

塞
、
高
血
圧
性
脳
出
血
、
く
も

膜
下
出
血
、
硬
膜
下
血
腫
な
ど

で
す
。
脳
血
管
障
害
は
多
く
の

場
合
、
意
識
障
害
や
脳
局
所
症

状
が
急
激
に
発
症
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
脳
卒
中
と

呼
ば
れ
ま
す
。

脳
血
管
障
害
の
発
症
を
促
す

と
考
え
ら
れ
る
危
険
因
子
を
列

挙
し
て
み
ま
す
と
、
高
血
圧
は

最
も
重
要
な
危
険
因
子
で
あ
り
、

収
縮
期
・
拡
張
期
血
圧
と
も
に

重
要
で
す
。
商
血
圧
を
治
療
す

る
こ
と
に
よ
り
、
脳
卒
中
の
発

金木病院カルテ⑳
脳血管障害について

公立金木病院内科小松修

一
画
‐
’
一
一
一
Ｆ

一

■
Ｉ

症
頻
度
が
低
下
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は

粥
状
硬
化
の
形
成
に
関
与
し
、

脳
梗
塞
の
危
険
因
子
で
あ
る
と

と
も
に
、
血
笹
壊
死
を
お
こ
し
、

脳
梗
塞
、
脳
出
血
い
ず
れ
に
対

し
て
も
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。

心
臓
弁
膜
症
、
不
整
脈
は
脳
塞

栓
を
お
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

脱
水
な
ど
、
血
液
が
濃
縮
さ
れ

た
状
態
で
は
血
液
粘
度
が
高
ま

る
た
め
、
脳
梗
塞
の
重
要
な
危

険
因
子
で
す
。
糖
尿
病
、
高
脂

血
症
も
脳
梗
塞
の
危
険
因
子
で

す
。
集
団
検
診
は
、
こ
れ
ら
の

危
険
因
子
を
早
期
に
発
見
し
治

療
す
る
こ
と
で
、
危
険
因
子
を

取
り
除
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け

受
診
す
べ
き
で
す
。

さ
て
、
脳
血
符
障
害
は
死
因

統
計
で
は
第
一
位
か
ら
第
三
位

一､

●

へ
降
格
し
ま
し
た
が
、
罹
患
者

数
は
決
し
て
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
社
会
の
老
齢
化
が
す
す

む
に
つ
れ
、
罹
病
者
す
な
わ
ち

脳
卒
中
後
遺
症
患
者
の
数
は
ま

す
ま
す
多
く
な
る
こ
と
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、
脳
卒
中

患
者
も
、
今
後
の
家
族
描
成
、

社
会
椛
造
の
中
で
は
自
立
し
て

生
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
欲

を
言
え
ば
、
余
生
は
し
な
や
か

に
生
活
を
楽
し
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。
現
実
に
は
、

脳
卒
中
後
遺
症
の
た
め
本
人
の

み
な
ら
ず
周
朋
の
人
々
も
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
場

合
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
て

行
く
の
も
今
後
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

や
は
り
、
「
当
る
」
前
に
そ 「

、
１
曲

木
村
大
屋
工
藤
成
田
泉
谷

〈
可れ

を
未
前
に
防
止
す
る
の
が
は

る
か
に
得
策
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
先
程
の
危
険
因
子
の
除
去

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
商
血
圧
の
原
因
と
な

る
塩
分
や
桁
神
的
肉
体
的
ス
ト

レ
ス
を
避
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
と
適
度
の
運
動
を
保

つ
こ
と
で
す
。
降
圧
剤
を
受
け

て
い
る
人
は
正
し
く
服
用
す
る

こ
と
で
す
。
脱
水
を
避
け
、
糖

尿
病
や
商
脂
血
症
の
あ
る
人
は
、

正
し
く
病
気
を
理
解
し
、
進
行

さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

Ｉ
お
わ
び
ｌ

金
木
だ
よ
り
三
月
号
の

〃
戸
篤
の
窓
お
め
で
と
う
″

中
、
中
西
純
太
朗
ち
や
ん

が
龍
太
郎
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

致
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓

三
月
届
出

お
め
で
と
う

千愛琴志紳善
鶴美美織香行
へへへへへへ

道厚蝦文正文
茂一作久彦昭
…ーーー…ー

嘉川沢藤嘉嘉

● 瀬倉部枝瀬瀬

、まじめまして
津白松
Il;ル川川お
し
あ
わ
せ
に

、
鳴
海
嘉
昭
（
イ
ソ
）
嘉
瀬

（
竹
谷
美
由
紀
（
キ
サ
）
中
里
町

（
鋤
鮭
型
繩
蕊
鯏

千
尋
慶
哉
紳
也
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お
く
や
み

一声

静香ちゃん 善行ちゃん
2112111生まれ

体亜3,700グラム

嘉瀬畑'|1

木村文昭さんの長男

2月26H生まれ

体亜2,900グラム

嘉瀬l新町

大屋正彦さんの長女

人
口
と
世
帯

3月31日現在前年同月比

男6,571－160

女7,155－128

計13,726－288

世帯数3,914＋30


